
新
学
期
や
入
学
式
を
迎
え
て
、
慌
た
だ
し
い
期
間
が
過
ぎ
、
あ
っ
と

い
う
間
に
２
週
間
が
経
ち
ま
し
た
。
１
年
生
の
中
に
は
入
学
当
初
の
こ

と
を
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
と
い
う
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
少
し
ず
つ
学
校
に
も
慣
れ
て
き
た
頃
だ
と
思
い
ま
す
が
、
来
週
末

か
ら
は
Ｇ
Ｗ
に
突
入
し
、
再
び
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
１
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
改
め
て
白
石
工
業
高
校
に
入
学
し
て
き
た

気
持
ち
を
思
い
出
し
、
も
う
一
度
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
学
校
生
活
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
２
・
３
年
生
に
も
自
分

が
入
学
し
た
と
き
の
気
持
ち
を
振
り
返
り
、
高
校
生
と
し
て
の
残
り
の

期
間
を
考
え
、
入
学
時
の
自
分
の
気
持
ち
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
気
持

ち
を
引
き
締
め
直
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

全
て
の
学
年
の
生
徒
の
皆
さ
ん
、
良
い
一
年
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

４
月
11
日
（
月
）
か
ら

12
日
（
火
）
に
か
け
て
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

11
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
、
１
年
生
は
体
育

館
で
、
２
・
３
年
生
は
教

室
で
リ
モ
ー
ト
配
信
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
校
の
教

育
方
針
や
規
則
に
つ
い
て

の
説
明
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
う
時
の
マ
ナ
ー
や

注
意
事
項
、
部
活
動
等
の

勧
誘
が
動
画
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。今

後
の
行
事
予
定

４
月
29
日
（
金
）
～
５
月
５
日
（
木
）
大
型
連
休

５
月
７
日
（
土
）
～
５
月
８
日
（
日
）
仙
南
総
体

５
月
25
日
（
水
）
～

衣
替
え
移
行
期
間

６
月
４
日
（
土
）
～
６
月
６
日
（
月
）
県
総
体

６
月
７
日
（
火
）

県
総
体

振
替
休
日

６
月
16
日
（
木
）
～
６
月
21
日
（
火
）
前
期
中
間
考
査

６
月
30
日
（
木
）
～
７
月
１
日
（
金
）
体
育
大
会

７
月
13
日
（
水
）
～
７
月
21
日
（
木
）
三
者
面
談
期
間

７
月
18
日
（
月
）

海
の
日

７
月
22
日
（
金
）

全
校
集
会

７
月
23
日
（
土
）
～
８
月
24
日
（
水
）
夏
季
休
業
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第R４－０１号（１） 紫 藤 新 聞 令和４年４月２３日

令
和
４
年
４
月
８
日
（
金
）
、

天
候
に
恵
ま
れ
春
ら
し
い

陽
射
し
の
中
、
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

の
入
学
生
は
５
学
科
合
計

で
210
名
と
な
り
ま
し
た
。

新
入
生
は
緊
張
し
た
様
子

で
し
た
が
、
落
ち
着
い
た

態
度
で
入
学
式
に
臨
み
、

高
校
生
ら
し
い
厳
か
な
式

典
と
な
り
ま
し
た
。

佐
々
木
啓
さ
ん
（
機
械

科
1
年
２
組
）
に
よ
り
、

新
入
生
代
表
宣
誓
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
（
写
真
上
）

入
学
式
で
は
、
石
岡
恒
一
校
長
先
生
が
式
辞
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
成
長
し
て
い
く
生
徒
の
皆
さ
ん
へ
の
願
い
を
、
「
志
・

誠
実
・
敬
意
」
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
次
の
よ
う
に
述

べ
ま
し
た
。

『
１
つ
目
は
、
「
志
」
を
高
く
掲
げ
て
、
そ
れ
を
実
現
さ

せ
る
と
い
う
強
い
覚
悟
で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
果
敢
に
挑
戦

し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
無
限
の
可
能
性
を

信
じ
、
自
ら
を
鍛
え
上
げ
、
磨
き
な
が
ら
困
難
な
事
に
立
ち

向
か
う
勇
気
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

本
校
に
は
み
な
さ
ん
を
指
導
し
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
先
生

方
が
お
り
ま
す
。
こ
の
先
、
本
校
で
過
ご
す
３
年
間
、
困
難

や
試
練
に
遭
遇
し
て
も
決
し
て
臆
す
る
こ
と
な
く
、
「
志
」

を
高
く
掲
げ
て
、
新
し
い
自
分
に
な
る
決
意
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
つ
目
は
、
本
校
の
校
訓
で
あ
る
「
誠
実
」
の
精
神
を
い

つ
も
心
の
支
え
と
し
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
現
在
の
も
の
づ
く
り
に
お
い
て
は
１
つ
の
も
の

が
完
成
す
る
ま
で
に
、
多
く
の
工
程
と
多
く
の
人
の
信
頼
関

係
に
よ
る
協
働
作
業
、
つ
ま
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
で
あ

り
、
作
業
に
関
係
す
る
技
術
者
１
人
ひ
と
り
の
「
誠
実
」
な

精
神
が
必
要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
校
訓
「
誠
実
」
の
精
神

を
身
に
つ
け
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
技
術

者
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
日
々
努
力
精
進
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

３
つ
目
は
、
人
と
接
す
る
際
に
は
相
手
に
対
し
て
「
敬
意
」

（
リ
ス
ペ
ク
ト
）
を
払
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私

た
ち
は
人
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
人
間
的
に
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
間
関
係
を
大
切
に
し
、
良
き
友
、
良

き
先
輩
・
後
輩
、
良
き
恩
師
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
出
会
い
は
皆
さ
ん
の
人
生
に
お
け
る
大
き
な
財
産
、

生
涯
に
わ
た
る
大
き
な
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
は
、
学
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
部

活
動
や
学
校
行
事
な
ど
す
べ
て
の
こ
と
に
全
力
で
挑
戦
し
、

良
い
人
間
関
係
を
築
い
て
、
仲
間
と
一
緒
に
や
り
遂
げ
る
充

実
感
や
達
成
感
、
喜
び
や
感
動
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
』

そ
し
て
式
辞
の
最
後
に
は
、
社
会
の
シ
ス
テ
ム
全
体
が
転

換
期
に
差
し
掛
か
り
、
自
然
災
害
や
ウ
イ
ル
ス
感
染
な
ど
に

よ
っ
て
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
よ
り
良
い
社
会
の
た
め
に
は
、
１
人
ひ
と
り
が
高
い

「
志
」
と
「
誠
実
」
な
精
神
を
持
ち
、
互
い
に
「
リ
ス
ペ
ク

ト
」
す
る
こ
と
で
良
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
る
と
締
め
括
り
ま
し
た
。

部・同好会紹介の動画を視聴する１年生
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令和４年４月８日版
～新型コロナウイルス感染予防のために～

○前提事項

○具体的取り組み
ステップ１〈登校前及び出勤前〉

（１）毎朝の検温を行い，「健康観察カード」に記録する。
（２）自身の風邪症状の有無を確認する。

※発熱等の風邪症状が見られる場合は，医療機関に電話で相談する。（出席停止扱い）
※同居者に発熱等の風邪症状が見られる場合も登校を控える。（地域の感染レベル２以上の場合）

ステップ２〈登校及び出勤〉
（１）教員は昇降口で生徒に声がけし，検温済み（発熱，風邪症状がないこと）を確認して教室への入室を許可する。「健康観察カー

ド」は教室で担任に提出する。
（２）家庭で体温や風邪症状を確認できないまま登校した生徒は，教室に入る前に保健室等で検温及び健康確認を行う。（※発熱等

の風邪症状がみられる場合は帰宅し自宅で休養する。）
（３）学校到着後は手指消毒や手洗いを行う。

ステップ３〈学校での生活〉
（１）発熱等の風邪症状がある場合は，帰宅し自宅で休養する。
（２）外から教室に入る時やトイレの後，昼食の前後など流水と石けんで手洗いを行う。タオルやハンカチ等を持参し共用しない。
（３）教室等において授業中も２方向のドアや窓を少し開けて密閉空間を避けるよう努める。また，休み時間毎に２方向のドア，窓

を広く開けて換気をする。
（４）多くの生徒が密集しないように配慮する。
（５）近距離での会話や発声をできるだけ控える。
（６）共用の教材，教具，機器や設備などは適切に消毒し，触る前後で手洗いを徹底する。
（７）昼食は対面にならないように，横並びでそれぞれ取り，会話を控える。
（８）昼食はできるだけ持参し，食堂・売店を利用する際は「新型コロナウイルス対策による食堂・売店の利用方法について」を厳

守する。

ステップ４〈清掃〉
（１）教室やトイレなど皆が利用する場所のうち，特に多くの生徒，教職員等が手を触れる箇所（ドアノブ，手すり，スイッチなど）

は消毒液を使用して清掃を行う。
（２）ゴミは溜めないでゴミ箱を空にする。
（３）換気のよい状況でマスクを着用して行う。終了後は，手洗いを行う。

ステップ５〈放課後〉
（１）部活動については部の顧問の先生の指示にしたがう。
（２）課題や資格取得等の学習を行う場合は，適宜，ステップ３〈学校での生活〉に準じる。

ステップ６〈帰宅後〉
（１）十分な休養に努める。
（２）人が密集するような場所への外出は極力避ける。

○その他
（１）次の場合は，平日，休日問わず，直ちに学校に連絡する。（電話 0224-25-3240）

①感染または感染者との濃厚接触が疑われた場合
②ＰＣＲ検査を受けることになった場合

（２）同居者が濃厚接触者になった場合やPCR検査を受けることになった場合は，登校を控え学校に連絡する。

（１）３つの条件（換気の悪い密閉空間，多くの人が密集，近距離での会話や発声）を避ける。また，１つ１つの条件が発生しな
いよう配慮するとともに大声に注意する。

（２）発熱等の風邪の症状がみられる生徒及び教職員は自宅で休養する。
（３）こまめな手洗いや咳エチケットを徹底する。
（４）マスクの着用を徹底する。（不織布マスクを推奨）
（５）十分な睡眠，適度な運動やバランスのとれた食事を心がけて免疫力を高める。


